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平成 23 年度総会が 6 月 26 日に開かれ、前田正

志理事長が退任し、新理事長に千葉忠夫が就任い

たしました。 

 

＊ 就任ご挨拶 ＊ 

 

 私たち誰しもが自分の生まれた国、祖国を誇りと

し愛おしいと思っていると信じます。 

愛おしい祖国が前代未聞の国家興亡の危機に陥っ

ています。今こそ私たちはこの祖国のために何をな

すべきかを共に考え、実行に移さなければなりませ

ん。東日本大震災後、国民が持つ日本国に対する

不信不安感をこの機会を逃すことなく私たちは取り

除くよう努力することが大切です。 

 

 第２次大戦後日本国民が一丸となって国を復興 

し世界の経済大国にしたことを私たちは誇りに思い

ます。 

しかし、残念なことに日本を経済大国にするため

に専念し過ぎて日本国民が本当に必要としているも

のが幾多となく失われました。 

今回の東日本震災後、人情が厚い日本人は被

災地へ義捐金、ボランテアの派遣などで共生、連帯

の強い姿勢を示し失われたものの一つでも蘇り本当

に日本人は素晴らしい国民だと思います。 

 

 私たちの NPO法人「日本・デンマーク生活研究

所」は戦争とか自然災害がない常時の共生社会を

築くため、世界一幸福な国デンマークを理想国家

のモデルと認識し、日本国を住み良くするためデン

マークから諸々の政策を取捨選択し、前述の日本

で失われたものあるいは日本にないものをこれから

の日本に根付かせようと試みております。 

 

 第一は真の民主主義を日本国民が理解すること

です。世界一幸せな国デンマークは社会福祉国家

であり、真の民主主義を理解したデンマーク人が自

分たちで住みよい国、社会福祉国家を築いている

のです。民主主義、主権在民を日本国民が勝ち取

ることで現存する大きな問題、即ち政治家不信問題

が解決して行くのです。 

政治家は国民の代弁者であり、国民が望む安心 

して生活できる国作り政策に専念しなければならな

いのです。 

 

 

 

 国家百年の計は教育にあり、真の民主主義を日本

国民に涵養させる教育体制、即ち日本国民すべての

人が受ける義務教育の場では競争原理を排し、国民

が共生連帯感を身につけられるような教育体制にする

ことが大切です。単なる学力向上、知的水準だけを上

げても決して住みよい国にはなりません。 

加えて、選挙時の投票率の低さは遺憾そのもので

す。国会議員選挙で５０％を切ったこともありました。

首長の選挙で４０％を切っているなどは主権在民を放

棄しているも同様です。 

 

 私たち NPO法人「日本・デンマーク生活研究所」は

日本国民の皆様にいち早く真の民主主義をご理解頂

きたく諸々の事業を展開して行き近い将来大きな国民

運動に結び付けたいと願っております。 

 

今後皆様のご指導ご

鞭撻を心からお願い申

し上げる次第です。 

 

 

理事長 千葉忠夫 

              

 

 

＊各役員の担当紹介＊ 

 
次の新体制で今後の活動・運営に携わってまい

ります。 

 

・理事 

☆ 千葉忠夫 : 理事長/ＮＰＯ法人活動全般 

☆ 太田克彦 : 副理事長兼事務局長 / 

          ホームページ運営管理担当 

☆ 川島正仁 : 業務推進担当 

☆ 野屋敷いとこ : 広報・会報担当  

（以上新任） 

☆ 前田正志 : 会計担当 / 

オフィシャル・メールマガジン担当 

☆ 児玉照男 : 学生他啓蒙活動担当 

☆ 松館昌典 : 研修担当 

                （以上再任） 

 ・監事 

☆ 山本真由美         （再任） 

 

 



 

＊副理事長からのメッセージ＊ 
 

縁あって、このたび副理事長と事務局長の任に当た

ることになりました。社会福祉が充実したデンマークに

倣い、日本改革を目指す千葉理事長をサポートし、当

ＮＰＯ法人の全国的発展に尽力する所存です。ホーム

ページについては、会員の皆様との交流を深めなが

ら、アクセスした方々が当ＮＰＯ法人の活動に共感して

頂けるよう、分かり易いものを目指します。リンク先も増

やしていきたいと思いますので、ホームページをお持

ちの方はその旨お申し出下さい。今後とも宜しくお願

い申し上げます。   

 副理事長兼事務局長  太田克彦 

 

 
当ＮＰＯ法人関連先 

「日欧文化交流学院 」（デンマーク）キャンパス 

 

✿ﾃﾞﾝﾏｰｸの経験を活かす✿ 
 

この会報をご覧になった皆様の中には既にデン

マークで実際に福祉や教育、民主主義に接したこ

とがあろうかと思います。デンマークから日本に

戻って夢から覚めた思いで「あきらめ」の心境に

浸った経験もあったのではないでしょうか。 

当ＮＰＯはデンマークで感じ憧れた生活大国に

日本をいかに近づけていくかが活動の目的です。 

デンマークと日本の比較しながら、まず我々会

員が生活大国を築くために出来る具体的な行動を

提案してまいりたいと思います。今後の会報にご

期待下さい。 

  

理事（前理事長） 前田正志 

 

 

✿ あなたは幸せですか? ✿ 
 

2010 年米世論調査機関ギャラップが世界 155 の

国・地域を対象に世論調査を発表。住民が幸せと感

じている割合が最も高い国はデンマークでした。 

14 位 に米国、オーストリア 、隣国の韓国は 56

位ですが、なんと日本は 81位でした。 

 

そして、貧困率をみますと、厚生労働省が発表し

た 2010年の「国民生活基礎調査」では、年間所得が

112万円未満の人々の割合が、過去最悪の 16.0%に達

しました。「子どもの貧困率」も過去最悪の 15.7%で

す。 2007 年の調査時に比べ、貧困率は 0.3 ポイン

ト上昇し、子どもの貧困率は 1.5 ポイント上昇して

います。 

 

幸福感は経済力と比例はしませんが、貧困は心も

身体も蝕んでいきます。年々、貧困による自殺率も

上昇しているのが現状です。 

 

近年、格差社会が顕著になり、老後の不安を抱え

ている国民が増えてきました。 

しかし、不安を訴えているだけでは改善はしませ

ん。幸福度の高い国を見習い、私たち国民一人ひと

りの意識から変わっていかなければ行けない時期と

なりました。 

安心して暮らせる社会、みんなが幸せな国をめざ

したいですね。 

                      理事  野屋敷いとこ  

 

＊懇親会のお知らせ＊ 
 
☆ １１月１３日（日） １８：００～２１：００ ☆ 

千葉忠夫理事長の一時帰国に伴い 

懇親会を下記の会場にて開催いたします。 

当研究所の活動についても話し合いたいと思います。 

皆様のご参加を心よりお待ちいたしております。 

・会場： 中国料理高輪  (℡: 03- 3440-6878) 

東京都港区高輪 4-10-18ウィング高輪WEST 

品川プリンスホテル隣接ビル 地下一階 

 ・会費： ５,000円 

・交通： JR/京急 品川駅（高輪口）横断歩道向い側  

 

編集後記：（小さな幸せ便り） 

地球の気候も世界情勢も不穏な状況のなかで人類の幸せを考

えると、グローバルな視点での国づくりが必要だ。遺憾ながら日

本の政治は政局争いに明け暮れている。がんばろうと言われても

頑張れない人もいる、幸せを分かち合える共に生きる社会をめざ

すためにはどうしたらいいのか試行錯誤。だが、その願いをこめ

た会報は皆の協働で創刊にこぎつけ、一歩前進となり幸せ!! 

                編集責任者:野屋敷いとこ 
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オフィシャル・メールマガジン更新手続中 

ご希望の向きは katze2009@live.jp まで 

「メルマガ希望」とお申し出願います。 
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